
『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一

『
万
国
新
話
』
覚
え
書

―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

竹

内

力

雄

一　

は
じ
め
に

幕
末
、
近
代
へ
と
日
本
を
変
革
せ
ん
と
し
て
多
く
の
心
あ
る
人
士
が
己
が
心
身
を
投
企
し
て
き
た
。
―
そ
の
中
で
福
沢
諭
吉
（
以

後
、
福
沢
と
略
）
と
新
島
襄
（
新
島
と
略
）
は
、
国
の
近
代
化
の
根
源
や
教
育
の
近
代
化
等
々
の
面
で
、
屢
々
、
比
較
さ
れ
き
た
っ

た
存
在
で
あ
る
―
。
こ
れ
ら
人
士
の
、
新
時
代
を
拓
く
西
欧
近
代
知
の
中
枢
に
迫
ら
ん
と
す
る
知
的
営
為
を
教
育
の
面
に
限
定
、
特

に
、
近
代
教
育
の
比
較
的
な
探
究
の
た
め
に
訳
出
し
た
原（

（
（

本
を
追
求
、
先
人
の
軌
跡
に
光
を
当
て
ん
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ

る
。新

島
は
西
欧
文
明
の
、
根
源
の
精
神
を
究
め
ん
と
、
命
を
懸
け
て
脱
国
。
教
育
の
分
野
で
は
、
岩
倉
遣
外
使
節
団
に
加
わ
り
教
育

借
用
（Educational borrow

ing

）
の
た
め
米
欧
の
教
育
事
情
を
視
察
、
調
査
、
知
見
を
広
め
た
。
そ
の
仕
事
の
一
つ
と
し
て
文

部
省
『
理
事
功
程
』（
全
十
五
巻
。
明
治
6
年
（2
月
〜
8
年
9
月
に
出
板
）
の
ド
イ
ツ
の
部
に
つ
い
て
、
英
国
の
『
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
委
員
会
報
告
書
』

Vol. 

IV.
に
録
さ
れ
て
い
る
「
パ
チ
ソ
ン
レ
ポ
ー
ト
」（Report on the State of Elem

entary Education in 

Germ
any, by the Rev. M

ark Pattison, B. D
., （ 86（.　

註
（
（2
）
参
照
）
を
抄
訳
。
翻
訳
手
稿
が
同
志
社
に
遺
さ
れ
て
い
る
。



『
万
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新
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書
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比
較
教
育
的
に
初
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西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
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軌
跡
―

二

ま
た
、
同
志
社
大
学
設
立
の
た
め
の
趣
意
書
等
に
は
、
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
（Cham

bers

）
の
百
科
辞
典
の
「
大
学
」
の
項
等
々
を
抄

訳
し
て
参
考
に
し
て
い
る
事
が
判
っ
て
い
る
（
本
稿
で
は
こ
れ
に
は
触
れ
な
い
）。

福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
に
よ
っ
て
、
西
欧
近
代
国
家
の
態
様
を
幕
末
、
明
治
の
初
め
、
日
本
に
紹
介
し
た
圧
倒
的
存
在
で
あ
る
事

は
い
う
迄
も
な
い
。
教
育
に
つ
い
て
も
、
こ
の
書
で
触
れ
、
各
国
の
実
情
を
紹
介
し
て
い
る
が
教
育
に
関
す
る
単
独
の
書
で
は
な
い

（
こ
の
書
と
『
西洋

学
校
軌
範
』
と
の
相
関
は
本
稿
で
明
ら
か
に
す
る
が
両
書
と
も
教
育
借
用
の
た
め
で
は
な
い
）。

本
稿
は
〝
借
用
〟
の
た
め
で
な
く
、
新
島
も
福
沢
も
教
育
の
近
代
知
を
純
粋
に
探
究
せ
ん
と
す
る
潮
流
の
中
に
置
く
事
と
し
、
そ

の
原
初
の
一
つ
、『
万
国
新
話
』
の
教
育
記
事
に
焦
点
を
当
て
て
の
論
考
で
あ
る
。
結
果
を
先
に
記
し
て
お
く
。

⑴
こ
の
教
育
記
事
が
日
本
で
の
、
比
較
教
育
的
文
献
の
権
輿
で
あ
る
、
と
い
え
る
事
。

⑵
然
も
、
こ
の
記
事
は
、
英
国
政
府
挙
げ
て
の
世
界
主
要
国
の
初
等
教
育
に
関
す
る
調
査
報
告
書
（
先
述
、『
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
委

員
会
報
告
書
』
等
）
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
、
と
い
う
今
迄
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
―
筆
者
に
と
っ
て
驚
く
べ
き
―
事
実
。

⑶
慶
応
義
塾
社
中
の
小
幡
篤
次
郎
・
甚
三
郎
兄
弟
の
著
作
等
は
『
万
国
新
話
』
に
刺
戟
を
受
け
、
そ
の
先
行
記
事
を
敷
衍
し
た
も
の
、

と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
事
。
等
々
を
明
ら
か
に
し
た
。
以
下
に
述
べ
る
。

二　
『
西洋

学
校
軌
範
』
の
事

こ
れ
迄
は
右
の
書
（
以
下
、『
軌
範
』
と
略
。
全
二
冊　

明一
八
七
〇

治
３
年
刊
）
の
巻
之
上
（
上
巻
）
が
当
時
の
世
界
主
要
国
の
教
育
制

度
を
比
較
し
て
紹
介
し
た
本
邦
初
の
文
献
と
さ
れ
て
い
る
。
英イ

ギ
リ
ス

吉
利
・
荷オ

ラ

蘭ン
ダ

・
仏フ

ラ
ン
ス

蘭
西
・
普プ

ロ
シ
ア

魯
士
・
俄オ

ロ
ス（
ロ
シ
ア
（

羅
期
・
合
衆
国
の
六
ケ
国
の

「
学
校
」
に
つ
い
て
英
語
文
献
を
適
宜
訳
出
（
撮
訳
）
し
て
、
比
較
紹
介
し
た
も
の
で
「
学
校
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
教
育
制
度
」
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を
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介
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先
人
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軌
跡
―

三

で
あ
る
。
訳
出
の
依テ

キ拠
原ス

ト本
の
英
文
は
、
拙
論
「『
西
洋
学
校
軌
範
』
巻
之
上
の
原
本
に
つ
い
て
」『
慶
応
義
塾
大
学
教

職
課
程
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
20

号　

’（2
年
3
月
（
以
下
、『
年
報
』
20
と
略
）
に
て
提
示
済
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は
『
マ（

２
（カ

ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』（A

 D
ictionary, 

geographical, statistical, and historical, of the various countries, places, and principal natural objects in the 

w
orld, （866, by J. R. M

cCullock, England and W
ales.

の
略
、
以
下
同
様
）
で
あ
る
。

『
規
範
』
は
小（

3
（

幡
甚
三
郎
が
右
の
テ
キ
ス
ト
を
撮
訳
、
吉（

（
（

田
賢
輔
の
校
正
を
経
て
明一

八
七
〇

治
３
年
仲（

五
月
（夏

（
陰
暦
五
月
、
陽
暦
六
月
頃
）、

東
京
の
芝
神
明
前
の
書
物
問
屋
・
岡
田
屋
嘉
七
の
尚
古
堂
か
ら
発
兌
。
そ
の
「
序
」
の
年
紀
は
「
明
治
三
年
二
月
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
の
頃
に
は
訳
了
、と
推
定
さ
れ
る
。
巻
之
上
（
目
録
で
は
上
巻
）
は
冒
頭
に
「
教
育
論
」、次
に
、先
の
六
ケ
国
の
教
育
制
度
＝
「
学

校
」
に
つ
い
て
撮
訳
。
巻
之
下
（
下
巻
）
は
「「
コ
ロ
ン
ビ
ア
」
大
学
校
ノ
規
則
」
の
訳
出
で
あ
る
。
定（

（
（

価
に
つ
い
て
は
「
金
一
歩（

分
（

二
朱　

西
洋
各
国
学
校
ノ
法
則
ヲ
記
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
る
（『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム　

福
澤
関
係
文
書
』
Ｋ
（（
－
Ａ
（6
－
0（
）。

『
規
範
』
に
つ
い
て
の
論
考
と
し
て
は
、
海
後
宗と

き

臣お
み

「
西洋

学
校
軌
範
解
題
」（
以
下
、「
解
題
」
と
略
）『
明
治
文
化
全
集　

教
育
篇
』

（
初
版
昭一

九
二
八

和
３
年　

再
版
同一

九
六
七㊷

年　

日
本
評
論
社
）
が
あ
る
。
以
降
の
『
規
範
』
に
関
す
る
解
題
等
は
、
こ
の
「
解
題
」
を
下
敷
に

し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
海
後
は
「
解
題
」
で
、「
…
如
何
な
る
原
本
よ
り
採
訳
し
た
も
の
で
あ
る
か
明
か
で
は
な
い
。

…
上
巻
と
下
巻
と
は
全
然
別
種
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
巻
が
合
し
た
体
裁
の
原
本
が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
と
想
像

さ
れ
る
。
…
」
と
し
、
ま
た
、「
…
そ
の
訳
述
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
明
治
に
於
け
る
海
外
教
育
状
況
を
明
か
に
し

た
も
の
と
し
て
和
蘭
学
制
、
仏
国
学
制
と
共
に
揃
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
献
で
あ
る
。
…
各
国
の
有
様
を
簡
単
な
が
ら
一
様

に
考
察
し
た
も
の
と
し
て
は
、
明
治
最
初
恐
ら
く
は
日
本
に
於
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
書
物
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
…
」
と
し
「
教

育
論
」
に
つ
い
て
は
、「
…
従
来
日
本
に
於
け
る
教
育
論
の
最
初
の
翻
訳
は
箕
作
麟
祥
訳
明
治
九

年
（

6

マ
マ（年

刊
「
教
導
説
」
な
り
と
一
般
に

は
考
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
よ
り
六

年
（

3

マ
マ（年

前
に
於
て
簡
単
な
が
ら
教
育
論
を
な
し
て
居
る
。
…
」
と
し
、
先
行
の
二
つ
の
『
…
学
制
』
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較
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育
的
に
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め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

四

が
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
の
抄
訳
し
た
も
の
で
、教
育
書
と
は
い
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、こ
の
書
の
「
教
育
論
」
に
は
「
プ

ラ
ト
ウ
、
カ
ン
ト
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
等
の
教
育
の
意
義
解
釈
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
…
」、「
既
に
明
治
三
年
に
於
て
…
教
育
史
の
主
要

な
学
者
の
教
育
論
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
の
は
珍
と
す
べ
き
所
で
あ
る
…
」
と
述
べ
、「
本
書
は
教
育
書
と
し
て
本
邦
に
紹
介
さ
れ

た
最
初
の
も
の
…
」
と
し
て
い
る
。

「
教
育
論
」・「
…
大
学
校
ノ
規
則
」
の
テ
キ
ス
ト

『
規
範
』
巻
之
上
冒
頭
の
「
教
育
論
」
は
、T
he N

ew
 A

m
erican Cyclopedia: A

 popular dictionary of general 

know
ledge. Edited by George Ripley and Charles A

. D
ana. D

. A
ppleton and Com

pany, N
ew

 Y
ork and London 

（ 8（8-（863.

（
全
十
六
巻
。
以
下
、『
Ｎ
Ａ
Ｃ
』
と
略
）
か
ら
の
撮
訳
で
あ
る
。
即
ち
、『
Ｎ
Ａ
Ｃ
』

Vol. 

VI.
の
pp. 

762
〜
772
、
十
二
頁
に

及
ぶEducation

の
冒
頭
半
頁
を
訳
出
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
先
述
『
年
報
』
20
参
照
）。

「「
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
」
大
学
校
ノ
規
則
」『
軌
範
』
巻
之
下
、
に
つ
い
て
先
に
触
れ
て
お
く
。
こ
の
大
学
校
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
っ

たColum
bia College

で
は
な
く
、C

コ
ロ
ン
ビ
ア
ン

olum
bian College in the D

istrict of Colum
bia

で
あ
る
。
訳
出
さ
れ
た
「
…
規
則
」

が
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
のColum

bia College
の
カ
タ
ロ
グ
と
は
一
致
せ
ず
、Colum

bian College

の
も
の
と
一
致
す
る
。
こ

の
カ
レ
ッ
ジ
は
一文

政

４

八
二
一
年
に
創
設
、
一明

治

６

八
七
三
年
にColum

bian U
niversity

と
名
称
を
変
え
、
一

明治

明

治九
〇
四
年
にGeorge 

W
ashington U

niversity

と
な
っ
て
い
る
。

福
沢
の
「
慶
応
三
年
日
記
」『
福
澤
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
（
岩
波
書
店
版　

以
下
、『
全
集
』
一
九
、
の
如
く
略
）
p. 

（（2
の
（
月

26
日
の
項
に
「
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
ス
ク
ー
ル
ぇ
行
く
…
」
と
あ
る
がD

istrict of Colum
bia

で
の
日
記
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
折
に
福
沢

は
こ
の
「
…
規
則
」
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
し
て
お
く
。
こ
の
「
…
規
則
」
が
甚
三
郎
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
、



『
万
国
新
話
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え
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育
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に
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て
西
欧
教
育
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本
に
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介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

五

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
「
…
規
則
」
の
タ
イ
ト
ル
は
正
確
に
は
判
ら
な
い
。
唯
、
’（9
〜
’60
年
年
度
（
一
年
）
の
も
の
はA

 Catalogue of the 

O
ffi

cers and Students of Colum
bian College, D

. C. （8（9-’60.

で
あ
る
。
福
沢
がW

ashington D
. C. 

を
訪
れ
た
�慶

慶
応

年
の
カ

タ
ロ
グ
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
見
る
事
が
で
き
る
の
は
直
近
の
’68
年
度
の
も
の
で
、
甚
三
郎
訳
出
文
と
比
べ
殆
ど
違

い
は
な
く
若
干
、
語
彙
に
差
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
はA

nnual and H
istorical Catalogue of the O

ffi
cers and 

Students of Colum
bian College, D

. C. （868.

と
改
め
ら
れ
て
い
て
、
慶
応
3
年
時
点
の
タ
イ
ト
ル
は
確
定
し
得
な
い
憾
み
が

あ
る
。

福
沢
の
二
回
目
の
渡
米
時
（
慶
応
3
年
）、
コ
ロ
ビ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
授
業
日
数
は
週
六
日
制
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

カ
レ
ッ
ジ
は
週
五
日
制
で
あ
る
（Catalogue of the O

ffi
cers and Students of Colum

bia College for the year （866-

（867,...p. 29.　

新
島
襄
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
カ
タ
ロ
グ
を
手
許
に
置
い
て
、
大
学
設
立
の
参
考
資
料
と

し
て
い
た
事
が
判
っ
て
い
る
。
表
紙
に
自
筆
朱
書
で
「K

eep

」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
る
。T

w
enty-fourth A

nnual 

Catalogue of offi
cers and students of the Law

 School of Colum
bia College. （88（-（882.

＝
新
島
旧
邸
文
庫
本
で
あ
る
）。

甚
三
郎
の
訳
出
語
彙
を
若
干
、
挙
げ
て
お
く
。Board of T

rustee

→
執
事
「
チ
ュ
ル
ス
チ
ー
」。President

→
頭
取
。

Secretary

→
書
記
。T

reasurer

→
会
計
司
。Faculty

→
大
学
士
。Professor

→
教
授
職
。 Law

 Faculty

→
法
律
学
士
。

Jurisprudence

→
取
證
法
（
註
、
法
医
学
か
）。

「
大
学
校
費
用
」
と
し
て
修
学
経
費
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
が
原
文
を
挙
げ
て
お
く
。
慶
応
義
塾
の
授
業
料
創
成
の
参
考
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

六

こ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
カ
タ
ロ
グ
を
訳
出
し
た
も
の
に
、
高（

6
（

見
沢
茂

の
訳
と
さ
れ
る
一
枚
刷
の
出
板
物
が
あ
る
事
を
特
記
し
て
お
く
。
裏
面
台
紙
の

標
題
は
『
合

衆

国

コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
校
規
則
表
』、
刷
面
の
標
題
は
『
合
衆
国
古コ

龍ロ
ン

彌ヒ

亜ア

大

学
校
表
』
と
あ
る
。
訳
文
は
『
軌
範
』
の
も
の
を
、そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
が
「
執

事
」
の
数
を
『
軌
範
』
の
「
廿
七
人
」
で
は
な
く
「
廿
三
人
」
と
し
て
い
る
。

別
年
度
の
カ
タ
ロ
グ
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
筆
者
に
は
特
定
で
き
て
い

な
い
。「
明
治
五
年
六
月
官
許
、
東
京
書
屋　

大
和
屋
喜
兵
衛
発
兌
」
で
あ
る
。

『
西
洋
事
情
』
の
「
教
育
」
の
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係

福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
で
各
国
々
情
を
「
史
記
」「
政
治
」「
海
陸
軍
」「
銭
貨

出
納
」
の
四（

7
（

項
に
分
け
て
記
述
。「
教
育
」
は
項
目
が
な
く
「
政
治
」
の
最
後
に

記
さ
れ
て
い
る
。
亜
米
利
加
合
衆
国
・
荷
蘭
国
・
英
国
・
魯
西
亜
・
仏
蘭
西
の

順
に
記
述
し
て
い
る
が
本
稿
で
は
『
軌
範
』
の
順
序
に
従
っ
て
、
そ
の
テ
キ
ス

ト
を
『
規
範
』、『
西
洋
事
情
』
の
順
に
紹
介
し
て
お
く
。

英
吉
利
学
校　
　
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』

Vol. 

II. 

p. 

28（
のEngland and W

ales

の
p. 

28（ Public E
ducation

の
項
を
意
訳

せ
ず
に
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。『
西
洋
事
情
』
は
、
’（（
年
版
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
』

Vol. 

I.
のEngland and W

ales

の
pp. 

788

〜
789 Public E

ducation

を
極
め
て
判
り
易
い
筆
致
で
訳
し
て
い
る
。
達（

8
（

意
の
文
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
’（（
年
版
と
’66
年
版

の
『
…
地
理
事
典
』
の
違
い
は
、
前
者
は
、
三
つ
の
年
度
（
’（8　

’33　

’（（
）
のD

ay school

とSunday school

の
生
徒
数
と
、

（Columbian College Catalogue. ’68 p.28）



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

七

そ
の
人
口
比
（the num

ber of scholars and their proportion to the population of different periods

）
の
表
が
あ
り
、

後
者
は
、
’（（
〜
’63
年
度
（
十
年
度
分
）
の
初
等
学
校
数
、
就
学
児
童
数
、
視
察
時
児
童
数
の
公
的
な
表
と
な
っ
て
い
る
（...a table 

giving an account of the prim
ary schools in E

ngland and W
ales, show

ing the num
ber visited by the 

governm
ent inspectors, the accom

m
odation for the children and the num

ber of the children at inspection, in 

ten years （8（（-63:
―
）。

十
九
世
紀
の
英
国
で
は
、
児
童
の
就
労
や
貧
困
が
大
き
な
社
会
問
題
で
、
’39
年
（
月
（0
日
にCom

m
ittee of privy Council on 

Education

（
枢
密
院
教
育
委
員
会
）
が
設
置
、
’（0
年
に
は
工
場
法
改
正
に
よ
っ
て
少
年
労
働
者
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
学
、
’（6
年
に

はEducation D
epartm

ent

設
立
、
’60
年
に
児
童
労
働
禁
止
、
’70
年
にT

he Elem
entary Education A

ct

の
成
立
と
な
っ
た

事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

荷
蘭
学
校　
　
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』

Vol. 
II. 
p. 

（60
のPublic E

ducation

を
訳
出
。
福
沢
はLippincott’s pronouncing 

gazetteer. A
 com

plete pronouncing gazetteer, or geographical dictionary of the w
orld, edited by Joseph 

T
hom

as, M
. D

. and T
hom

as Bladw
in, Philadelphia, （860.

（『
リ
ッ
ピ
ン
コ
ッ
ト
地
名
辞
典
’60
』
と
略
）
p. 

1288 E
ducation, 

R
eligion, &

c.

の
冒
頭
、
十
一
行
を
訳
出
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
（『
全
集
』
一 

p. 

3（9
参
照
）。
一
方
、『
軌
範
』
の
訳
出
は
量
多
く

詳
細
で
あ
る
。
福
沢
は
、『
西
洋
事
情
』
で
は
「
教
育
」
に
関
す
る
項
も
な
い
不
十
分
な
事
を
補
い
、
将
来
の
塾
の
経
営
に
資
す
る

た
め
、
甚
三
郎
を
し
て
『
軌
範
』
を
訳
出
、
出
板
せ
し
め
た
、
と
十
分
推
察
し
得
る
の
で
あ
る
。

仏
蘭
西
学
校　
　
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』

Vol. 

II. 

p. 

37（
のPublic Instruction.
の
訳
出
。
福
沢
はT

he statesm
an’s year 



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

八

book: a statistical, genealogical, and historical account of the states and sovereigns of civilised w
orld, for the 

year （867. By F

（
9
（ederick M

artin, London and Cam
bridge: M

acm
illan and Co.

（
以
下
、『
政
治
家
年
鑑
’67
』
と
略
）
の

France

のChurch and Education

の
項
か
らPublic Education

の
記
述
を
訳
出
。
な
お
、
こ
の
項
の
後
半
は
『
マ
カ
ロ
ッ
ク

地
理
事
典
’66
』
のPublic E

ducation

と
全
く
同
一
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
政
治
家
年
鑑
』
の
編
者
・
マ
ー
チ
ン
に
よ
っ
て
最

新
の
統
計
情
報
等
が
『
…
地
理
事
典
』
の
’66
年
版
か
ら
提
供
さ
れ
始
め
た
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
年
鑑
は
『
万
国
新
話
』
に
も
使
わ
れ

て
い
る
。
後
述
）。

普
魯
西
学
校　
　
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』

Vol. 

IV. 

p. 

27
のPrussia

のE
ducation

の
訳
出
。
福
沢
が
『
西
洋
事
情
』
初
編
目

録
で
予
告
し
な
が
ら
記
述
を
果
し
得
な
か
っ
た
「
普
魯
西
」
の
部
の
「
教
育
」
に
つ
い
て
甚
三
郎
が
代
わ
り
に
果
し
た
と
い
う
事
に

な
る
。「
普
魯
西
ハ
人
民
教
育
ノ
法
大
成
セ
ル
国
ニ
テ
、
他
国
ニ
ハ
其
法
未
曾
有
ナ
リ
ト
誇
張
ス
ル
モ
、
尚
ホ
之
ヲ
許
ス
ベ
シ
ト
ス
」

はPrussia can boast of possessing a m
ore perfectly organized and com

plete system
 of national education than 

has ever existed in any country.

の
訳
で
あ
る
。

俄
羅
期
学
校　
　
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』

Vol. 

IV. 
pp. 
（06
〜
（08
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
「
俄
羅
期
ハ
其
国
人
民
教

育
ノ
法
、
他
の
欧
羅
巴
諸
国
ニ
及
バ
ザ
ル
遠
シ
。
今
ヲ
去
ル
ヿ
百
年
ノ
比
ヨ
リ
シ
テ
、
大
都
府
ニ
ハ
学
校
ノ
設
ケ
ア
リ
ト
雖

、
其

数
寥
々
タ
リ
。
…
」
の
原
文
はE

ducation.

―Education in Russia is at a very low
 ebb. T

here have for m
ore than a 

century been schools in all the great tow
ns; but these are but few

 in num
ber, and the rural population is too 

m
uch dispersed, and tied dow

n to routine practices, to allow
 it to reap m

uch benefit from
 country.

で
、
そ
の
最



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

九

初
の
セ
ン
テ
ン
ス
のat a very low

 ebb

か
ら
は
甚
三
郎
の
「
他
の
欧
羅
巴
諸
国
ニ
及
バ
ザ
ル
遠
シ
」
は
訳
出
し
難
い
感
が
あ
る
。

こ
の
部
分
は
『
リ
ッ
ピ
ン
コ
ッ
ト
地
名
辞
典
’66
』
p. 

1632Education

の
項
のT

hough Russia still ranks am
ong the m

ore 

im
perfectly educated countries in Europe, the governm

ent has long taken a distinguished lead in the cause of 

education, and prom
ulgated a com

plete national system
, w

hich, though not yet carried into full effect, has m
ade 

great progress.
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

福
沢
の
方
は
『
政
治
家
年
鑑
’67
』Russia

のChurch and Education

の
項
p. 

396
の
訳
出
で
あ
る
。T

he education of the 

people is still very backw
ard in Russia, thou it has m

ade m
uch progress w

ithin the last half a century.

か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。

合
衆
国
学
校　
　
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』

Vol. 

IV. 

pp. 

388
〜
389
のE

ducation

の
項
を
忠
実
に
訳
出
。
福
沢
は
同
『
…
地
理
事

典
’（（
』

Vol. 

II. 

pp. 

8（9
〜
860
の
教
育
の
項
か
ら
訳
出
。
’（（
年
版
と
’66
年
版
の
違
い
は
、
’66
年
版
で
は
’（（
年
版
の
中
程
九
行
と
、
終
り
十

四
行
が
省
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
全
体
の
内
容
に
大
差
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、『
軌
範
』
が
福
沢
の
思
考
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
す
る
論
考
が
あ
る
。
平
石
直
昭
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

教
授
）「
い
わ
ゆ
る
「
慶
応
義
塾
官
有
案
」
に
つ
い
て
」『
福
澤
諭
吉
書
簡
集
』
第
八
巻
「
月
報
」
8
（
’02
年　

岩
波
書
店
）
で
あ
る
。

そ
の
論
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、「
日
本
の
文
明
化
に
必
要
と
さ
れ
る
学
生
数
を
対
人
口
比
か
ら
わ
り
だ
す

や
り
方
は
、
小
幡
（
註
、
甚
三
郎
）
が
『
軌
範
』
で
露
や
蘭
の
生
徒
数
の
対
人
口
比
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
と
思
わ
れ
る
…
ま
た
、
三
年
三
月
の
「
学（

（1
（

校
之
説
」
も
、
こ
の
『
軌
範
』
の
概
説
を
う
け
、「
義
塾
社
中
が
日
本
の
学
校
制
度



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
〇

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し
た
所
産
と
い
う
面
を
も
つ
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

右
の
、
生
徒
数
の
対
人
口
比
に
つ
い
て
い
え
ば
、
福
沢
は
『
軌
範
』
を
俟
た
ず
と
も
『
西
洋
事
情
』
初
編
巻
之
三
の
「
英
国
」
の

政
治
の
項
に
記
し
て
い
て
、
福
沢
と
社
中
は
十
分
に
承
知
し
て
い
た
、
と
し
て
よ
い
（『
全
集
』
一 

p. 

372
）。

福
沢
の
用
い
た
テ
キ
ス
ト
『
政
治
家
年
鑑
’67
』
pp. 

396
〜
397
のT
he offi

cial report of m
inister of public instruction states 

that, in the year （860, there w
ere in the w

hole of the em
pire 8,937 schools w

ith 9（0,002 pupils. T
his gives one 

pupil to every 77 inhabitants. O
ther calculations give a m

uch low
er rate of public education, stating the 

proportion of school attending children to inhabitants as one to （（ 0.

と
同
一
文
が
甚
三
郎
の
テ
キ
ス
ト
『
マ
カ
ロ
ッ
ク

地
理
事
典
’66
』

Vol. 

IV. 

pp. 

（06
〜
（08
に
提
供
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、『
軌
範
』
で
は9（0,002 pupils

の
２○

が
四○

と
誤
植
。

「
荷
蘭
」
の
場
合
、
甚
三
郎
の
テ
キ
ス
ト
と
福
沢
の
と
は
前
述
の
如
く
全
く
異
な
り
、T

he proportion of attendance in the 

public schools is one in eight of the entire population.

の
文
は
福
沢
の
用
い
た
テ
キ
ス
ト
に
は
存
在
し
な
い
。な
お
、『
軌
範
』

の
「
…
生
徒
男
女
合
シ
テ
三
十
万
人
」
は
「
三
十
三
万
人
」
が
正
し
い
。

福
沢
は
慶
応
3
年
の
二
回
目
の
渡
米
時
（
（
月
〜
6
月
）
そ
の
帰
朝
に
際
し
て
は
、
義
塾
学
生
の
用
に
供
し
て
不
自
由
の
な
い
量

の
英
書
を
購
入
、
将
来
し
（
辞
書
、
経
済
書
、
カ
ッ
ケ
ン
ボ
ス
の
窮
理
書
、
文
典
、
米
国
史
、
万
国
史
、
英
国
史
等
）、「
何
れ
も
古

今
未
だ
曾
て
目
撃
せ
ざ
る
所
の
珍
書
に
し
て
、
…
経
済
論
の
如
き
…
其
義
を
解
す
に
及
び
、
毎
章
毎
句
、
耳
目
に
新
な
ら
ざ
る
も
の

な
く
、絶
妙
の
文
法
、新
奇
の
議
論
、心
魂
を
驚
破
し
て
食
を
忘
る
ゝ
に
至
れ
り
…
」
と
記
し
、自
ら
は
『
西
洋
事
情
』
外
篇
の
、チ
ャ

ン
ブ
ル
氏
「
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
を
翻
訳
。「
社
中
小
幡
君
兄
弟
を
始
め
と
し
て
数
名
の
同
志
、
夜
と
な
く
日
と
な
く
、
此
を
談
じ
彼
を

話
し
て
余
念
あ
る
こ
と
な
し
」（
明
治
（2
年
刊
「
福
澤
文
集
」『
全
集
』
四
pp. 
（77
）
と
あ
る
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
一

右
か
ら
、「
人
と
し
て
学
ば
ざ
る
の
要
務
」
た
る
洋
学
（ 「
慶
応
義
塾
之
記
」『
全
集
』
一
九
p. 

368
。
啓
蒙
、
脱
封
建
、
近
代
化
の

た
め
の
も
の 

）
の
研
鑚
、
即
ち
、
福
沢
の
将
来
本
を
社
中
で
繙
き
研
鑚
し
て
ゆ
く
中
で
生
れ
た
の
が
、
往
事
の
如
き
以
心
伝
心
、

奥
儀
に
よ
っ
て
学
問
を
伝
え
る
の
で
な
く
、「
我
義
塾
の
学
問
の
法
は
、
博
く
洋
書
を
読
み
、
或
は
其
文
を
講
じ
て
人
に
伝
へ
或
は

之
を
翻
訳
し
て
世
に
示
す
の
み
」、
師
弟
の
分
を
定
め
ず
共
に
精
進
す
る
者
、
こ
れ
を
「
社
中
」
と
の
宣
言
で
あ
る
（
明
治
（
・
（

年
版
「
慶
応
義
塾
社
中
の
約
束
」『
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
（
2
）』
及
び
、「
学
校
之
説
」
参
照
）。

か
く
し
て
社
中
か
ら
生
れ
た
の
が
、
小
幡
篤
次
郎
『
西
洋

各
国
銭
穀
出
納
表
』(

明
治
2
年
初（

十
月
（冬

刊　

尚
古
堂
。
テ
キ
ス
ト
は
『
政
治

家
年
鑑
’69
』
の
各
国
のRevenue and Expenditure )

、『
軌
範
』
で
あ
り
、『
西
洋
事
情
』
二
編
で
あ
る
。
然
も
、
こ
の
三
者
に

は
共
通
の
テ
キ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
』
と
『
政
治
家
年
鑑
』
で
あ
る
。

『
西
洋
事
情
』
初
編
は
、
そ
の
後
の
福
沢
の
将
来
本
に
よ
っ
て
改
訂
・
増
補
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
初
編

の
テ
キ
ス
ト
と
し
た
旧
版
と
将
来
し
た
新
版
で
は
、
内
容
が
同
一
か
大
差
な
か
っ
た
事
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
然
し
な
が
ら
明
治

3
年
刊
の
二
編
の
「
魯
西
亜
」、「
仏
蘭
西
」
の
テ
キ
ス
ト
は
将
来
し
た
新
版
の
方
を
使
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
西
洋
事
情
』
の
「
政
治
」
の
項
に
記
述
さ
れ
て
い
た
「
教
育
」
を
特
化
し
、
敷
衍
し
た
の
が
、
即
ち
、
最
新

の
「
西
洋
教○

○育
事
情
」
が
『
軌
範
』
で
あ
り
、『
西
洋
事
情
』
の
「
銭
貨
出
納
」
を
特
化
し
て
、
二
四
ヶ
国
に
迄
拡
げ
て
、
財
政
の

面
か
ら
当
時
の
世
界
の
現
状
を
世
に
示
さ
ん
と
し
た
の
が
、『
西
洋

各
国
銭
穀
出
納
表
』
で
あ
る
、
と
い
え
る
。

以
上
、
福
沢
は
甚
三
郎
た
ち
と
は
、
近
代
西
欧
世
界
を
知
ら
ん
と
す
る
知
的
営
為
を
協
働
し
て
い
て
共
通
認
識
を
有
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
先
述
、
平
石
氏
の
論
ず
る
『
軌
範
』
が
福
沢
の
思
考
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
す
る
説
は
筆
者
に
は
、
い
さ
さ
か
理
解

し
難
い
面
が
あ
る
、
と
記
し
て
お
く
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
二

三　
『
万
国
新
話
』
の
教
育
記
事

イ　

巻
之
一
の
記
事

右
の
『
万
国
新
話
』
は
、
森
島
中
良
（
宝一

七
五
四

暦
４
〜
文一

八
一
〇

化
７
年
。
将
軍
家
侍
医
・
桂
川
家
第
三
代
国く

に
の
り訓

の
二
男
で
、
蘭
学
、
医
学
の

他
、
戯
作
、
狂
歌
に
も
才
能
発
揮
）
の
著
『
万
国
新
話
』（
寛一

七
八
九

政
元
年
刊　

五
巻
本
）
で
は
な
く
、

三さ
ん
さ叉

漁ぎ
ょ
し史

（
成
島
柳

り
ゅ
う

北ほ
く

）
編
・
上
州
屋
摠
七
（
柳
河
春し

ゅ
ん
さ
ん三

経
営
）
か
ら
出
た
『
万（

（（
（

国
新
話
』（
明
治
元
年
仲（

十
一
月
（冬

印
刻　

翌
2
年
発
行
）

の
事
で
あ
る
。

『
軌
範
』
に
つ
い
て
、
や
や
詳
し
く
述
べ
て
き
た
の
は
『
万
国
新
話
』
の
教
育
記
事
と
の
対
比
の
た
め
で
あ
る
。『
軌
範
』
が
本
邦

最
初
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
比
較
教
育
学
的
文
献
と
論
考
さ
れ
て
い
る
事
も
紹
介
し
た
。

然
し
な
が
ら
、『
軌
範
』
出
板
よ
り
二
年
近
く
も
前
に
『
軌
範
』
と
同
じ
六
ケ
国
、
英
国
・
仏
蘭
西
・
和
蘭
・
日ゼ

耳ル

曼マ
ン

諸
国
（『
軌

範
』
で
は
普
魯
西
）・
魯
西
亜
・
米
利
堅
合
衆
国
の
教
育
制
度
を
極
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
比
較
し
て
紹
介
し
た
記
述
が
『
万
国
新
話
』

巻
之
一
（
巻
一
）
の
「
○
学
校
次
第
に
盛
な
る
話
」
で
あ
る
（
変
体
仮
名
は
直
し
た
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）。

学
校
は
児
童
に
文
字
を
習
ハ
し
芸
術
を
教
ゑ
て
才
智
を
増
し
心
志
を
誘
導
し
て
善
に
進
ま
し
め
長
す
る
に
及
ひ
て
人
の
人
た
る

職
分
を
尽
さ
し
む
る
の
根
元
に
し
て
之
を
小
に
す
れ
ハ
一
身
の
幸
不
幸
之
を
大
に
す
れ
ハ
国
の
盛
衰
、
風
俗
の
美
悪
も
皆
関
係

す
る
程
の
者
に
て
学
校
を
設
け
て
児
童
を
訓
育
す
る
ハ
実
に
国
家
の
急
務
と
も
言
可
し
是
故
に
西
洋
各
国
に
て
近
来
小
学
校
の

設
け
弥
〻
盛
に
し
て
都
府
ハ
固
よ
り
如
何
な
る
村
落
僻
邑
と
雖
も
学
校
有
ら
さ
る
処
無
し
今
其
教
育
盛
に
成
行
き
た
る
一
二
の

證
を
挙
ぐ
へ
し



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
三

英
国
に
て
千
八
百
四
十
年
の
頃
は
文
字
を
知
ら
す
己
が
名
を
記
す
能
は
ざ
る
者
ハ
百
人
に
三
十
二
三
人
の
割
合
な
り
し
が
六
十

六
年
に
ハ
大
に
減
し
て
二
十
三
人
の
割
合
と
な
れ
り
婦
人
も
同
様
に
て
四
十
年
に
ハ
字
を
知
ら
さ
る
者
百
人
に
殆
ん
と
四
十
七

八
人
の
割
合
な
り
し
か
六
十
七
年
に
ハ
僅
に
二
十
三
人
と
な
れ
り

千
八
百
五
十
八
年
に
ハ
「
エ
ン
ゲ
ラ
ン
ド
」
及
び
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
の
小
学
校
の
数
六
千
六
百
四
十
一
に
て
教
授
を
受
く

る
童
子
百
十
五
万
五
千
九
百
六
十
四
人
な
り
是
よ
り
年
々
増
加
し
て
千
八
百
六
十
七
年
に
ハ
学
校
の
数
八
千
七
百
五
十
三
童
児

の
数
百
七
十
二
万
四
千
二
百
八
人
に
及
へ
り
○
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
に
て
小
学
校
に
教
授
を
受
く
る
童
児
の
数
千
八
百
六
十
七

年
に
九
十
一
万
八
百
十
九
人
な
り
と
云
ふ

仏
蘭
西
に
て
千
八
百
三
十
二
年
に
ハ
小
学
校
の
稽
古
人　

民
口
に
合
せ
て
千
人
に
五マ

マ十
人（

五
九
（の

割
合
な
り
が
六
十
三
年
に
ハ
八
百

十
六
人
と
な
れ
り
○
同
年
の
記
に
小
学
校
の
数
八
万
二
千
百
三
十
五
其
教
を
受
く
る
童
児
四
百
七
十
三
万
千
九
百
四
十
六
人
な

り
此
年
の
評
議
に
右
の
外　

国
中
に
猶
四
万
余
の
小
学
校
を
起
す
へ
し
と
云
へ
り

全
く
女
子
の
ミ
の
為
に
設
け
た
る
小
学
校
の
数
二
万
六
千
五
百
九
十
二
入
学
の
女
子
百
六
十
万
九
千
二
百
十
三
人

和
蘭
ハ
全
国
の
人
口
大
約
三
百
万
な
り
然
る
に
小
学
校
の
数
二
千
四
百
七
十
八
稽
古
人
男
女
合
せ
て
三
十
二
万
二
千
七
百
六
十

七
人
な
り

日ゼ
ル
マ
ン

耳
曼
諸
国
ハ
児
童
教
育
の
法
行
届
き
た
る
こ
と
各
国
之
に
及
ふ
も
の
無
し
普
魯
士
「
サ
ク
ソ
ニ
イ
」（
註
、
ザ
ク
セ
ン
州
）

の
如
き
ハ
政
府
に
て
小
学
校
を
設
け
国
中
の
貴
賤
貧
冨
男
女
の
差
別
な
く
年
五
歳
に
満
れ
ハ
必
す
学
校
に
入
る
を
法
と
す
若 

シ

外
に
て
稽
古
し
学
校
に
入
ら
さ
る
時
ハ
父
兄
ヨ
リ
其
子
細
を
述
へ
官
許
を
得
る
に
非
さ
れ
ハ
決
し
て
之
を
許
さ
ぬ
な
り
是
こ
の

国
の
文
学
技
芸
他
国
に
勝
れ
た
る
所
以
な
り
○
英
国
に
て
も
近
来
ロ
ル
ド
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
註　

Lord Russell ; John （st. 

Earl （792-（878

）
と
云
へ
る
人
の
議
論
に
て
此
法
を
行
は
ん
と
の
企
て
有
る
由
な
り



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
四

魯
西
亜
は
五
十
年
来
次
第
に
盛
な
り
と
雖
も
未
た
他
国
の
如
く
な
ら
す
七
年
前
に
国
中
小
学
校
の
数
八
千
九
百
三
十
七
生
徒
の

数
五
十
二
万
余
な
り
と
云

米
利
堅
合
衆
国
小
学
校
の
数
八
万
九
百
九
十
一
生
徒
の
数
三
百
三
十
五
万
四
千
百
七
十
八
人　

右
に
挙
く
る
ハ
「
ビ
ュ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル
」（
註　

public school

）
公
共
学

校
の
義
と
唱
ふ
る
者
に
て
身
分
の
差
別
な
く
大
抵
五
六
歳
よ
り
此
所
に
入
り
手
跡
算
術

地
理
歴
史
等
を
学
ひ
一
四
五
歳
の
頃
に
至
れ
ハ
略
其
要
領
を
会
得
し
て
退
学
す
る
を
常
と
す
其
後
ハ
各
志
す
所
の
業
を
習
ひ
職

人
と
な
る
も
有
り
商
人
と
為
る
も
有
り
或
ハ
大
学
に
遷

（
う
つ
（り

て
更
に
上
等
の
学
科
を
修
し
学
者
と
為
る
も
あ
り

蘭ロ
ン
ド
ン噸

に
ハ
此
外
学
校
と
称
す
る
も
の
猶
八
九
種
あ
り
次
巻
に

詳
な
り
○
貧
窮
に
し
て
学
費
を
出
す
能
は
さ
る
者
ハ
有
志
の
輩
社
を
結
び

金
を
捐（

す
（て

取
建
た
る
学
校
あ
り
て
如
何
な
る
窮
民
と
雖
も
小
児
を
送
る
を
得
る
な
り
此
学
校
に
て
ハ
稽
古
人
の
用
る
書
籍
は
勿

論
筆
墨
紙
に
至
る
ま
て
至
て
廉
価
に
与
ふ
る
様
に
仕
方
を
設
け
た
り
（
註
、
括
弧
内
は
筆
者
）

テ
キ
ス
ト
考

合
衆
国
以
外
は
、『
政
治
家
年
鑑
』
の
’67
年
版
か
’68
年
版
の
各
国
のChurch and Education

の
項
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

英
国　
　
『
政
治
家
年
鑑
’68
』
のGreat Britain &

. Ireland

のChurch and Education

の
項
pp. 

2（（
〜
2（（
の
訳
出
で
あ
る
。

Public education has m
ade vast progress in Great Britain w

ithin the last tw
enty years. A

 recent report of the 

Registrar-General show
s that 32.7 per cent. of the m

ale m
inors w

ho m
arried in （8（（ w

ere obliged to sign the 

register w
ith m

arks.

が
始
め
で
あ
る
。「「
エ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
及
び
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」」
…
はPrim

ary School

の
’（8
〜
’66

の
統
計
表
のT

otal for Great Britain

を
意
訳
し
た
も
の
。
ま
た
、「
千
八
百
六
十
七○

年
」
と
あ
る
の
は
千
八
百
六
十
六○

年
が
正



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
五

し
い
。
但
、
当
時
は
八
月
末
日
を
以
て
年
度
の
終
り
と
し
て
い
た
。

M
ale m

inors

（
未
成
年
男
子
）
は
訳
さ
れ
て
お
ら
ず
、Registrar-General

（
戸
籍
庁
長
官
？
）
は
判
ら
な
か
っ
た
の
か
訳
さ

れ
て
い
な
い
が
、
全
体
に
意
の
通
る
訳
出
と
い
っ
て
よ
い
。

仏
蘭
西　
　
『
政
治
家
年
鑑
’67
』
pp. 

70
〜
7（
の
訳
出
。Public education has m

ade great progress in France w
ithin the 

last generation, according to a volum
inous report issued by the M

inister of Public Instruction in M
arch （86（. 

(‘M
oniteur’, M

arch 6, （86（). T
he report gives a com

parative statem
ent of the num

bers w
ho attended prim

ary 

schools in （832, （8（7, and （863 respectively; from
 w

hich it appears that in （832 there w
ere （9 pupils per （,000 

of the population, 99.8 in （8（7, and （（6 in （863. (om
itted （9 lines). A

ccording to offi
cial returns, there w

ere, in 

O
ctober （863, in France 82,（3（ establishm

ents of prim
ary instruction, or （6,（36 m

ore than in （8（8; and the 

scholastic population, w
hich at this last period w

as only 3,77 （,（97, had risen in （862 to （,73（,9（6, giving an 

augm
entation of nearly a m

illion, or a quarter of the w
hole. T

he 36, （99 com
m

unes provided, in O
ctober （863, 

w
ith m

eans of instruction com
prised （（,（26 public and free schools, special for youths or m

ixed as to the sexes, 

of w
hich 37,89 （ num

bering 2,（（（,（20 pupils, w
ere directed by laics, and 3,（3（, num

bering （82,008 pupils, had 

‘congregationalist’ m
asters. 

（
以
下
四
六
行
略
。
’68
年
版
も
全
く
同
一
記
述
）。

右
か
ら
訳
出
文
の
就
学
比
「
千
人
に
五
十
人
」
は
「
五
十
九○

人
」
の
誤
記
、「
…
猶
四
万
余
の
小
学
校
を
起
す
へ
し
」
は
全
く
の

誤
解
で
、
起9

し
て
い
た
（provided

）
の
で
あ
る
。

こ
の
『
年
鑑
』
は
先
述
の
如
く
『
軌
範
』
の
テ
キ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
六

和
蘭　
　
『
政
治
家
年
鑑
’67
』
のN

etherlands

のChurch and Education 

pp. 

3（9
〜
360
の
訳
出
。Education is w

ell 

conducted, and very generally diffused. O
n January （（, （（87, there w

ere 2,（78 public schools, w
ith （,638 

schoolm
asters and （3（ schoolm

istresses. T
he pupils num

bered （86,766 boys and （36,00（ girls...

を
訳
し
て
い
て
、

「
稽
古
人
男
女
合
せ
て
…
」
は
原
文
の
男
女
別
生
徒
数
を
合
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
年
鑑
』
の
’67
年
版
と
’68
年
版
は
、
こ
の

教
育
記
事
に
関
し
て
は
全
く
同
一
で
あ
る
。

日
耳
曼
諸
国　
　

’66
年
の
普
墺
戦
争
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
中
心
の
ド
イ
ツ
連
邦
（D

eutscher Bund

）
が
消
滅
、
プ
ロ
イ
セ

ン
を
盟
主
と
す
る
二
十
ヶ
国
か
ら
成
る
北
ド
イ
ツ
連
邦
（N

ord deutscher Bund

＝the States of N
orth Germ

any

）
と
、

バ
イ
エ
ル
ン
が
主
導
す
る
六
ヶ
国
か
ら
成
る
南
ド
イ
ツ
連
邦
（Süddeutscher Bund

）
に
分
か
れ
た
（
’6（
〜
’7（
）
事
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、『
政
治
家
年
鑑
』
も
’67
年
か
らGerm

any

の
項
の
も
と
、
二
つ
の
連
邦
に
分
け
て
、
そ
の
各
国
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
た
の
は
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
のPrussia

とSaxony

（
ザ
ク
セ
ン
）
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
『
年

鑑
’67
』
p. 

（（（
のT

he system
 of public education in Prussia is held to be a m

ore perfect one than any other on the 

continent of Europe. 

か
ら
始
ま
る
記
述
と
同
書
p. 

（39
のPublic education has reached of the highest point in Saxony, 

every child, w
ithout exception, partaking of its benefits.

か
ら
始
ま
る
六
行
の
訳
出
で
あ
る
。（
註
記
、『
政
治
家
年
鑑
』
は
、

時
に
内
容
の
改
訂
の
な
い
版
が
数
年
続
く
事
が
あ
る
が
、
右
のGerm

any

に
関
す
る
記
述
は
’67
年
版
も
’68
年
版
も
全
く
同
一
で
あ

る
。
但
、
英
国
に
つ
い
て
は
’68
年
版
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
る
）。

「
○
英
国
に
て
も
近
来
ロ
ル
ド
リ
ュ
ッ
セ
ル
…
」
に
つ
い
て
は
、Russell

は
英
国
の
基
礎
教
育
の
義
務
化
と
無
償
化
をK

ay-

Shuttlew
orth

を
助
け
て
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
彼
の
如
何
な
る
言
説
を
指
し
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
七

魯
西
亜　
　
『
政
治
家
年
鑑
’67
』
p. 

396
か
ら
の
訳
出
。T

he education of people is still very backw
ard in Russia, though 

it has m
ade m

uch progress w
ithin the last half of a century... T

he official report of the m
inister of public 

instruction states that, in the year （860, in the w
hole of the em

pire 8,937 schools w
ith 9（0,002 pupils. T

his gives 

one pupil to every 77 inhabitants.

こ
れ
は
先
述
、『
西
洋
事
情
』
二
編
巻
之
一
「
魯
西
亜
」
で
の
「
教
育
」
の
テ
キ
ス
ト
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
二
編
は
明
治

3
年
（0
月
刊
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
軌
範
』
の
テ
キ
ス
ト
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理
事
典
’66
』
の
中
に
も
右
の
引
用
し
た
文
章
が
入
っ
て

い
る
の
で
福
沢
は
早
く
か
ら
生
徒
の
就
学
率
の
人
口
比
の
事
は
知
っ
て
い
た
、
と
い
え
る
し
、
後
述
の
「
桂
川
サ
ロ
ン
」
を
通
し
て

柳
河
春
三
た
ち
と
も
親
交
が
あ
っ
た
の
で
、
十
分
に
、
こ
の
人
口
比
の
事
を
知
っ
て
い
た
、
と
し
て
よ
い
（
先
述
）。
平
石
氏
の
い
う
、

『
軌
範
』
が
福
沢
に
イ
ン
パ
ク
ト
…
は
成
立
し
な
い
、
と
し
て
お
き
た
い
。

米
利
堅
合
衆
国　
　
『
政
治
家
年
鑑
』
’6（
〜
’69
年
版
を
調
べ
た
限
り
で
は
、
教
育
に
関
す
る
記
述
は
全
く
な
い
。「
小
学
校
の
数
八
万

九
百
九
十
一
、
生
徒
の
数
三
百
三
十
五
万
四
千
百
七
十
八
人
」
と
記
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
『
リ
ッ
ピ
ン
コ
ッ
ト
地
名
辞
典
』
で
は

な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
’60
年
版
の
合
衆
国
の
教
育
の
項
の
デ
ー
タ
p. 

1995
で
は
「Public school 

八
〇
、九
七
八
校
。Pupils  

三
、三
五
四
、〇
一
一
人
」
と
な
っ
て
い
る
事
を
挙
げ
て
お
く
。
甚
三
郎
や
福
沢
の
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
先
述
の
如
く
『
マ
カ
ロ
ッ
ク

地
理
事
典
』
で
あ
る
（『
…
地
名
辞
典
』
は
福
沢
も
使
っ
た
り
し
て
い
て
、
か
な
り
知
ら
れ
て
い
た
、
と
し
て
よ
い
）。

ロ　

巻
之
二
の
記
事
及
び
、
テ
キ
ス
ト
考

こ
の
書
の
巻
之
二
（
巻
二
）
の
「
○
学
校
各
種
の
話
」
は
、
巻
之
一
の
「
学
校
次
第
に
盛
な
る
話
」
の
最
後
、「
蘭
噸
に
ハ
…
」



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
八

を
敷
衍
し
た
も
の
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
各
種
学
校
を
挙
げ
て
大
略
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
ニ（

（1
（

ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
委
員
会
報
告
書
』
の

内
容
を
知
ら
な
け
れ
ば
記
述
で
き
な
い
も
の
で
、
極
め
て
珍
し
い
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
。
以
下
に
紹
介
し
て
、
先
人
の
新
知
見

を
求
め
た
研
鑚
の
軌
跡
を
実
証
的
に
検
証
す
る
一
端
と
す
る
。

「
○
学
校
各
種
の
話
」
に
は
、
①
「
幼
穉
学
校
」、
②
「「
ラ
ッ
ゲ
ッ
ト
」」
学
校
、
③
「「
イ
ン
ジ
ュ
ス
ト
リ
ア
ル
」
の
奨
励

の
義
学
校
」、

④
「「
イ
ン
ド
ウ
ト
」
学
校
」、
⑤
「
夜
学
校
」、
⑥

「
日ソ

ン
デ
ー

曜
日
学ス

ク
ー
ル校

」の
六
校
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

①
⑤
⑥
は
『
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
委
員
会
報
告
書
』

Vol. 

I. 

Part

I. 

Ch.I. 

§II. 

の
pp. 

27
〜
28 Schools for the 

Children of the Independent Poors

に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
学
校
即
ち
、Infant Schools, D

ay Schools, 

E
vening Schools, Sunday Schools

か
らD

ay 

Schools

以
外
を
最
初
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

幼
穉
学
校　
　
「
此
学
校
ハ
極
幼
少
に
し
て
一
二
三
の

数
を
呼
び
、
い
ろ
は
を
唱
へ
得
る
も
の
、
且
ツ

家
に
在

て
教
育
の
行
届
か
ぬ
者
の
小
児
二
三
歳
よ
り
六
七
歳
位

ま
で
の
者
を
、
教
へ
導
く
な
り
。
斯
の
如
く
幼
少
よ
り

（『ニューカッスル委員会報告書』Vol. I. p.28）



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

一
九

仕
込
み
置
く
時
ハ
、
七
八
歳
に
及
ひ
、
他
の
学
校
に
入
り
て
十
歳
に
も
及
へ
ハ
、
此
学
校
に
入
ら
さ
る
小
児
の
十
二
三
歳
な
る
者
と

匹
敵
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
『
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
委
員
会
報
告
書
』
か
ら
の
意
訳
で
あ
る
。

そ
の
テ
キ
ス
ト
を
提
示
し
て
お
く
。

初
め
三
行
と
終
り
七
行
を
訳
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

夜
学
校　
　
「
昼
の
間
ハ
銘
々
職
業
あ
り
て
、
学
問
す
る
に
遑
な
き
者
の
為
に

設
け
た
り
…
教
方
面
白
く
し
て
昼
の
働
き
の
倦
労
も
打
忘
れ
て
、
学
ぶ
様
に
仕

掛
け
た
り
。
…
千
八
百
五
十
年
の
頃
は
…
学
校
の
数
千
五
百
五
十
許
な
り
し
が

…
近
来
は
二
千
三
百
余
に
及
び
、
入
学
男
女
合
せ
て
八
万
余
人
な
り
」
と
あ
る
。

E

夜

学

校

vening
Schools

に
つ
い
て
は
、
同
報
告
書

Vol. 

I. 

pp. 

39
〜
（（
に
亘
っ
て

調
査
報
告
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
万
国
新
話
』
の
夜
学
校
の
記
述
に
相
応
す

る
文
は
見
出
し
得
な
い
で
い
る
。

同
報
告
書
pp. 

78
〜
88
のT

he N
um

ber of Schools and Scholars

の

p. 

82
に
上
掲
の
表
（
’（8
年
中
期
）
が
あ
る
の
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
の

で
提
示
し
て
お
く
。

上
の
表
の
数
値
は
’（9
年
の
も
の
で
あ
る
。（
同
『
…
報
告
書
』
p. 

（7（
。
以
下

同
様
に
略
記
）。

「
千
八
百
五
十
年
の
頃
は
…
」
の
テ
キ
ス
ト
は
未
詳
、「
近
来
」
は
�安

安
政

年
で
あ

（『ニューカッスル委員会報告書』Vol. I. p.82）



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
〇

る
。「
二
千
三
百
余
」
と
す
る
夜
学
校
の
数
は
二
、
〇
三
六
か
ら
で
百○

と
拾○

の
誤
植
、
生
徒
数
「
八
万
余
人
」
は
八
〇
、九
六
六
か
ら

の
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
よ
い
。

日ソ
ン
デ
ー

曜
日
学ス
ク
ー
ル校　

　
「
此
学
校
ハ
多
分
教
法
の
こ
と
を
教
る
な
り
…
多
く
ハ
寺
或
ハ
他
の

学
校
を
此
日
𠀋
ヶ
借
り
用
ふ
る
な
り
…
此
学
校
に
出
る
者
殆
と
二
百
四
十
万
人
余
に
及

へ
り
之
を
教
授
す
る
人
三
十
万
人
許
り
な
り
但
シ

此
教
導
先
生
は
一
定
せ
る
に
非
す
其

人
の
随
意
に
て
出
る
な
り
」
と
あ
る
。

先
述
の
『
…
報
告
書
』

Vol. 

I. 

pp. 

（（
〜
（（
に
、
こ
の
学
校
に
関
す
る
報
告
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
「
教
法
の
こ
と
を
教
る
な
り
」
はprim

ary object is religious 

instruction

か
ら
の
訳
出
、「
寺
或
ハ
他
の
学
校
を
…
借
り
…
」
は
同
報
告
書
p. 

（2
に

あ
る
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
方
の
日
曜
日
学
校
を
報
告
し
たIn W

ales the Sunday schools 

are an institution of peculiar character. T
he position w

hich they occupy 

is interm
ediate betw

een that of an ordinary school and that of a place of 

w
orship....

か
ら
勘
違
い
を
し
て
訳
出
し
た
感
が
あ
る
。「
此
教
導
先
生
…
」
は
p. 

（（

のSunday schools teachers, as a body, how
ever pious and w

ell-

intentioned, are inferior even in Scripture know
ledge to the day-school 

teachers, and they are generally w
holly unskilled in the art of training.

を

中
途
半
端
に
訳
出
し
た
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
学
校
を
出
た
者
の
数
を
「
殆
ど
二

（『ニューカッスル委員会報告書』Vol. I. p.（（）



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
一

百
四
十
万
人
に
及
へ
り
」
は
p. 

（（
の
二
、三
八
八
、三
九
七
人
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
進
む
。

「
ラ
ッ
ゲ
ッ
ト
」
学
校　
　
「「
ラ
ッ
ケマ

マ

ッ
ト
」
と
は
敝

ヤ
ブ
レ

衣キ
モ
ノを

着
た
る
も
の
と
云
へ
る
義
に
て
名
目
の
如
く
極
下
賤
の
輩
の
小
児
を

教
ふ
る
所
に
て
学
費
を
固
よ
り
出
す
に
及
は
す
多
ク

ハ
教
育
す
る
の
ミ
な
ら
す
之
を
養
ひ
寄
宿
を
も
許
す
な
り
二
十
年
前
に
ハ
此
学

校
の
数
国
中
に
百
二
十
許
な
り
し
が
今
ハ
百
九
十
余
に
及
ひ
此
に
入
る
男
女
合
し
て
二
万
千
余
人
な
り
」
と
記
し
、
貧
窮
の
者
も
学

問
を
為
せ
ば
合
衆
国
の
前
大
統
領
「
リ
ン
コ
ル
ン
」
や
当
代
の
「
ジ
ョ
ン
ソ
ン
」
大
統

領
（
註　

第
十
七
代
。
リ
ン
カ
ン
の
暗
殺
’6（
年
（
月
、
に
よ
っ
て
副
大
統
領
か
ら
昇

任
、
’69
年
迄
）
の
如
く
に
な
れ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
学
校
の
意
義
が
あ
る
、
と
し
て
い

る
（「
ラ
ッ
ゲ
ッ
ト
」
＝ragged

）。

テ
キ
ス
ト
は
、
先
述
『
…
報
告
書
』
Vol. 

I. Part 

III. 

pp. 

386
〜
（（（ Education of 

V
agrants and Crim

inals

の
冒
頭
で
あ
る
。Part 

III.
は
浮
浪
少
年
（vagrants

）

や
犯
法
少
年
（crim

inals

）
の
教
育
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
教
育
施
設
と
し
て
Ⅰ

非
救
護
貧
民
学
校
（N

on-Industrial Ragged Schools.

即
ち
、
職
業
訓
練
施
設
の

な
い
も
の
）
Ⅱ
救
護
学
校
（Industrial Schools.

＝
ラ
ギ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
が

industrial instruction
を
有
す
る
も
の
）
及
び
、
Ⅲ
矯
正
施
設
（Reform

atries

）

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

『
万
国
新
話
』
の
記
事
の
続
き
は
、
ま
ず
、
Ⅰ
Ⅱ
で
あ
る
（
Ⅰ
の
一
部
を
上
掲
す
る
）。

「
二
十
年
前
に
は
…
百
二
十
許ば

か

」
り
…
は
何
に
依
拠
す
る
か
不
明
で
あ
る
。

（『ニューカッスル委員会報告書』Vol. I. p.388）



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
二

こ
の
記
事
か
ら
学
校
数
一
九
二
校
、
児
童
数
二
〇
、
九
〇
九
人
で
あ
る
事
が
判
る
。

「
イ
ン
ヂ
ュ
ス
ト
リ
ア
ル
」
奨
励
の
義
学
校　
　
「
…
小
児
の
其
家
に
在
り
て
教
育
行
届

か
す
生マ

マ

質
頑
愚
に
て
親
の
訓
へ
に
背
き
や
ゝ
も
す
れ
ハ
不
良
を
行
ひ
往
々
ハ
国
法

を
犯
し
罪
に
陥
る
の
恐
れ
あ
る
童
子
を
教
導
し
気
質
を
変
化
し
良
民
と
為
す
に
在

り
」
と
目
的
を
記
し
、
生
徒
の
望
み
に
応
じ
て
「
耕
作
、
大
工
、
鍛
冶
、
仕
立
師
、

靴
造
り
、
料
理
人
、「
パ
ン
」
焼
、
板
摺
」
等
の
職
業
訓
練
を
施
し
「
人
の
人
た

る
道
を
諭
し
成
長
す
る
に
随
ひ
愚
鈍
不
良
と
雖
も
善
に
遷
り
且
ツ

活
針
の
道
も
心

得
決
し
て
盗
ミ

を
な
し
人
に
仇
す
る
溢
れ
者
と
成
る
に
至
ら
さ
ら
し
む
る
な
り
…

此
学
校
当
今
三
十
六
あ
り
入
学
の
童
子
三
千
人
許
な
り
」
と
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
の

一
部
を
上
に
提
示
す
る
（
前
記
Ⅱ
救
護
学
校
）。

「
此
学
校
当
今
三
十
六
あ
り
入
学
の
童
子
三
千
人
許
な
り
」
は
上
掲
の

uncertified

（
非
公
認
）
の
「
ラ
ッ
ギ
ッ
ド
」
校
の
数
で
生
徒
数
は
二
、八
二
二

人
で
あ
る
（『
…
同
報
告
書
』
p. 

398
。
行
政
当
局
の
強
制
的
手
段
で
入
所
さ
せ
得

る
「
認
可
（
校
）」（certified

））
は
十
八
校
、生
徒
数
一
、一
九
三
人
で
あ
っ
た
（
同

書
p. 

399
）
で
あ
る
事
を
付
記
し
て
お
く
（
以
上
、前
掲
『
…
報
告
書
』

Vol. 

I.
よ
り
）。

「
イ
ン
ド
ウ
ト
」
学
校　
　
「「
イ
ン
ド
ウ
ト
」と
は
寄
附
の
儀
に
て
此
学
校
に
ハ
国
王
を
始
め
国
内
有
志
の
者
寄
附
し
元
金
と
為
し
其

（『ニューカッスル委員会報告書』Vol. I. pp.396〜397）



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
三

利
分
を
以
て
諸
入
費
を
取
計
ひ
学
費
を
出
す
に
及
は
す
此
寄
附
に
ハ
田
地
も
金
子
も
あ
り
て
夥
し
き
事
な
り
大
抵
一
年
に
八
九
十
万

「
ポ
ン
ド
」
を
費
す
と
云
ふ
」
と
あ
る
（「
イ
ン
ド
ウ
ト
」
＝endow

ed

）。

右
の
記
述
の
内
容
に
相
応
す
る
も
の
は
前
掲
『
…
報
告
書
』

Vol. 

I.
に
は
な
い
が
、

Vol. 

IV.
（
’6（
年
）
pp. 

267
〜
370
、Patrick Cum

in

（（823-（890
）
のReport on Educational Charity.

に
よ
れ
ば
、
’（9
〜
’60
年
一
年
間
の
教
育
慈
善
金
（Educational Charity

）

は
三
一
二
、五
四
五
ポ
ン
ド
強
（
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
分
、
一
五
二
、〇
四
七
ポ
ン
ド
強
）。
救
貧
慈
善
金
は
一
六
七
、九
〇
八
ポ
ン
ド
。

こ
の
一
年
間
の
、
議
会
基
金
か
ら
の
交
付
金
は
四
九
五
、九
五
一
ポ
ン
ド
で
あ
る
（
同
書
p. 

279
）。

こ
れ
ら
を
合
算
す
る
と
九
七
六
、四
〇
四
ポ
ン
ド
強
に
な
る
の
で
、「
八
九
〇
万
「
ポ
ン
ド
」
」
と
し
た
の
は
、
救
貧
慈
善
金
を
除

い
た
八
〇
八
、四
九
六
ポ
ン
ド
を
指
し
て
い
る
、
と
推
定
し
て
お
く
（『
ト
ー
ン
ト
ン
委
員
会
報
告
書
』
に
は
「
基

E
n

d
ow

ed
 sch

ools

金
立
学
校
」
に
つ

い
て
の
報
告
も
あ
る
が
＝
こ
の
『
報
告
書
』

Vol. 

I. 

p. 

（08
・
（（0
及
び
同
書
附
録
p. 

（（（
＝
金
額
が
全
く
合
致
し
な
い
）。

と
こ
ろ
で
、『
万
国
新
話
』
教
育
記
事
の
記
者
は
『
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
委
員
会
報
告
書
』（
或
は
、
そ
の
要
約
等
）
に
、
ど
こ
で
接

し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
英
国
で
の
披
閲
、
日
本
へ
の
将
来
は
当
然
の
事
と
し
て
措
き
、
日
本
に
居
な
が
ら
に
し
て
可
能
な
の
は
、

江
戸
幕
府
の
然
る
べ
き
機
関
で
の
架
蔵
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
架
蔵
本
を
引
継
い
だ
「
葵
文
庫
」（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
）
に
は
、

英
国
議
会
文
書
の
う
ちSelection of Parliam

entary Papers, （862, V
ol. 3

が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
（
但
、
幕
府
旧
蔵
書
が
全
て

引
継
が
れ
た
訳
で
は
な
い
）。
こ
の
辺
り
に
、
日
本
で
の
披
閲
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
四

四　

福
沢
諭
吉
と
柳
河
春
三

福
沢
と
春
三
の
交
流
は
、
今
泉
み
ね
『
名
ご
り
の
夢
』（
’63
年　

東
洋
文
庫
）
の
中
の
「
維
新
前
の
洋
学
者
た
ち
」
に
、
桂
川
家

で
の
様
子
が
活
写
さ
れ
て
い
る
（
今
泉
源
吾
『
桂
川
家
の
人
々
』
最
終
編　

昭
和
（（
年　

篠
崎
書
林
参
照
）。
桂
川
家
は
当
時
「
江

戸
蘭
学
者
の
サ

※

ロ
ン
」
の
如
く
で
あ
っ
た
、
と
の
事
で
あ
る
（
富
田
正
文
『
考
証
福
澤
諭
吉
』
上　

pp. 

3（（
〜
3（7　

’92
年　

岩
波
書
店
）。

尾
佐
竹
猛
は
、春
三
の
伝
記
（『
新
聞
雑
誌
の
創
始
者　

柳
河
春
三
』
昭
和
（（
年　

高
山
書
房
）
の
中
で
、春
三
が
出
し
て
い
た
『
中

外
新
報
』
第
一
二
号
（
慶一

八
六
八

応
４
年
（
月
（0
日
）
紙
上
に
、
福
沢
の
偽
版
が
横
行
し
て
い
る
の
を
憤
慨
、
そ
の
不
可
な
る
を
訴
え
厳
重

な
る
取
締
を
当
局
に
求
め
る
記
事
の
あ
る
事
を
紹
介
、
こ
れ
は
、
福
沢
の
頼
み
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、
二
人
の
交
遊
の
深

さ
を
示
す
も
の
、
と
し
て
い
る
（
※
先
述
「
桂
川
サ
ロ
ン
」）。

尾
佐
竹
は
ま
た
、
春
三
が
出
板
し
た
栗
本
鋤
雲
の
『
鉛（

（明
（

筆
記○

聞
』
の
「
序
文
」
の
文
言
「
十
数
年
前
ま
で
は
西
洋
の
地
理
風
俗
な

ど
を
記
せ
る
書
あ
り
と
雖
も
是
を
看
る
人
僅
に
し
て
博
覧
好
事
の
人
に
非
る
よ
り
は
書
名
を
だ
に
知
る
者
少
な
か
り
し
に
時
勢
の
然

ら
し
む
る
に
や
今
は
三
五
人
の
集
会
に
も
外
国
の
話
に
渉
ら
ざ
る
事
無
し
さ
れ
ば
吾
友
福
澤
子
囲
の
著
せ
る
西
洋
事
情
一
た
び
世
に

出
て
殆
紙
価
を
し
て
貴
か
ら
し
む
る
に
至
れ
り
」傍

線
筆
者の

傍
線
部
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
春
三
と
福
沢
の
仲
を
表
す
も
の
と
し
て
い
る
。

右
に
見
た
如
く
、
福
沢
と
春
三
の
親
し
い
間
柄
か
ら
し
て
も
、
ま
た
、
洋
学
を
志
す
者
と
し
て
も
福
沢
は
『
万
国
新
話
』
の
内
容

を
熟
知
し
て
い
た
と
い
え
る
。
甚
三
郎
の
『
軌
範
』
は
、
一
方
で
『
西
洋
事
情
』
の
「
教
育
」
を
特
化
し
た
面
も
あ
る
が
、
明
ら
か

に
『
万
国
新
話
』
の
教
育
記
事
に
刺
戟
を
受
け
て
の
、
そ
の
拡
張
版
と
い
え
る
。
さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
、『
万
国
新
話
』
巻
之
一

に
「
○
有
名
諸
国
銭
貨
出
入
国
債
等
の
表
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
世
界
一
六
ヶ
国
の
、
歳
入
・
歳
出
・
国
債
・

同
利
息
・
輸
入
品
の
額
・
輸
出
品
の
額
の
六
項
目
に
つ
い
て
、
そ
の
数
値
を
ポ
ン
ド
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
は
「
慶



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
五

応
三
年
蘭
噸
に
て
出
版
せ
る
書
中
よ
り
抄
出
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
政
治
家
年
鑑
’67
』
と
し
て
略
、
誤
り
が
な
い
。
こ
の
『
…
年

鑑
』
は
既
述
の
如
く
、
福
沢
も
『
西
洋
事
情
』
の
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
小
幡
篤
次
郎
の
『
西
洋

各
国
銭
穀
出
納
表
』（
明

治
2
年
初（

十
月
（冬

刊
）
も
’69
年
版
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
こ
の
『
…
出
納
表
』
も
『
万
国
新
話
』
の

「
○
…
国
債
等
の
表
」
の
拡
張
版
そ
の
も
の
で
あ
る
。
但
、『
万
国
新
話
』
の
二
つ
の
記
事
が
福
沢
な
い
し
小
幡
兄
弟
に
よ
る
、
と
す

る
証
拠
は
な
い
。
慶
応
義
塾
社
中
に
よ
る
も
の
な
ら
、
自
ら
の
名
で
適
当
に
標
題
し
て
出
板
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

（
先
の
巻
之
一
に
「
○
市
中
取
締
の
事
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
の
ポ
リ
ス
の
事
で
、
他
方
、
福
沢
が
東
京
府
の
依
頼
で
訳
出
し
、

義
塾
の
校
地
の
入
手
の
資
と
な
っ
た
、
と
い
う
「
ポ
リ
ス
」
の
訳
出
の
テ
キ
ス
ト
は
『
Ｎ
Ａ
Ｃ
』
で
あ
り
、
福
沢
は
、
こ
の
「
…
取

締
の
事
」
の
記
事
に
無
関
係
に
見
え
る
、
と
い
っ
て
よ
い
）。

右
等
々
の
事
か
ら
慶
応
義
塾
社
中
は
、
少
く
と
も
『
軌
範
』
や
『
…
出
納
表
』
に
関
し
て
は
、『
万
国
新
話
』
か
ら
刺
戟
を
受
け

て
の
出
板
、
と
い
え
る
。
福
沢
の
方
は
慶
応
2
年
（0
月
刊
の
『
西
洋
事
情
』
初
編
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、『
万
国
新
話
』
巻
之
一
の
教

育
記
事
の
テ
キ
ス
ト
・『
政
治
家
年
鑑
』、
は
全
く
利
用
し
て
い
な
い
（
明
治
3
年
刊
『
軌
範
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
マ
カ
ロ
ッ
ク
地
理

事
典
’66
』
で
、
こ
の
事
典
に
は
先
述
の
如
く
『
政
治
家
年
鑑
』
か
ら
の
記
事
提
供
が
あ
る
）。
明
治
3
年
（0
月
刊
『
西
洋
事
情
』
二

編
に
な
る
と
、『
政
治
家
年
鑑
』
も
大
い
に
利
用
し
て
い
る
（『
万
国
新
話
』
は
明
治
2
年
刊
）。
福
沢
自
身
も
『
政
治
家
年
鑑
』
に

つ
い
て
い
え
ば
、『
万
国
新
話
』
の
教
育
記
事
に
大
き
な
刺
戟
を
受
け
て
利
用
し
た
、
と
い
え
な
く
も
な
い
。

と
も
あ
れ
、
本
邦
初
の
、
比
較
教
育
的
視
点
か
ら
見
て
の
文
献
は
、『
万
国
新
話
』、
と
い
え
る
事
は
確
か
で
あ
る
。
最
後
に
、
こ

の
比
較
の
観
点
か
ら
教
育
に
つ
い
て
記
し
た
先
人
の
言
を
以
て
締
め
括
る
事
と
す
る
。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
六

人
民
の
智
を
開
き
文
明
を
進
む
る
に
於
て
ハ
西
洋
諸
国
略ほ

ホ
同
様
な
り
夫か

の
秦
の
始
皇
か
黔け

ん

首し
ゅ
＝
黒
い
首（
人
民
（

を
愚
す
る
を
以
て
是
と
す
る
心

よ
り
之
を
見
る
時
ハ
何
と
か
云
ハ
ん　

―
『
万
国
新
話
』
巻
之
二
―

註（
（
）
西
欧
教
育
説
の
明
治
初
期
に
於
け
る
翻
訳
紹
介
の
大
略
は
『
日
本
近
代
教
育
史
事
典
』
pp. 

（89
〜
（90
（
昭
和
（6
年　

平
凡
社
）
参
照
。
私
見
の
限
り
で

は
あ
る
が
、『
万
国
新
話
』
の
教
育
記
事
に
関
す
る
最
近
の
研
究
論
文
は
未
見
で
あ
る
。
新
島
の
関
わ
っ
た
『
理
事
功
程
』
は
明
治
6
年
後
の
出
板
で

も
あ
り
本
稿
の
対
象
外
と
す
る
。

（
2
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
経
済
学
者　

John Ram
say M

cCullock

（（789-（86（

）
の
著
、
初
版
は
一天

保八
四十

二一
年
。

（
3
）
小
幡
甚○

三
郎
（
弘
化
２
年
（2
月
（
日
〜
明一

八
七
三

治
６
年
（
月
29
日
）
は
仁○

三
郎
と
し
て
い
た
が
明
治
天
皇
の
睦
仁○

を
憚
っ
て
甚○

に
替
え
た
。
福
沢
諭
吉
が

元一
八
六
四

治
元
年
、
中
津
（
藩
主
・
奥
平
氏
、
十
万
石
。
現
、
大
分
県
中
津
市
、
明一

八
七
六

治
９
年
8
月
福
岡
県
よ
り
移
る
）
へ
帰
省
し
た
際
、
中
津
か
ら
江
戸
へ
伴

い
来
た
っ
た
六
人
の
一
人
で
、
兄
・
篤
次
郎
（
天一

八
四
一

保
⓬
〜
明一

九
〇
五

治
㊳
年
。
明
治
期
の
学
者
・
実
業
家
で
終
生
福
沢
の
た
め
に
尽
し
て
い
る
）
と
一
緒
で
あ
っ

た
。
福
沢
の
計
ら
い
で
明
治
４
年
（2
月
、
旧
藩
主
・
奥
平
昌ま

さ
ゆ
き邁

に
随
行
し
て
米
国
留
学
。
過
度
の
勉
学
、
不
眠
か
ら
心
身
に
変
調
を
き
た
し
、
留
学
一

年
に
も
満
た
な
い
明
治
6
年
（
月
29
日
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
病
院
で
永
眠
。
享
年
二
七
。
気
宇
と
才
を
併
せ
持
つ
彼
を
、
慶
応
義
塾
の
支
柱
と
も

恃
ん
で
い
た
福
沢
は
彼
の
訃
報
に
激
し
く
慟
哭
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（『
全
集
』
二
一 

pp. 

38（
〜
388
）。

 

　

ま
こ
と
に
惜
し
ま
れ
る
人
材
で
あ
っ
た
。

 

　

彼
の
著
訳
書
に
は
『
軌
範
』
の
他
に
、『
英
文
熟
語
集
』（
兄
・
篤
次
郎
と
の
共
纂　

慶一
八
六
八

応
４
年
3
月　

尚
古
堂
）、『
洋
兵
年
鑑
』（
福
沢
及
び
、
兄
・

篤
次
郎
と
の
共
訳　

明
治
２
年
初（

正
月
（春　

尚
古
堂
）、『
新
砲
操
練
』（
浜
野
定
四
郎
と
の
共
訳　

明
治
3
年
仲（

五
月
（夏　

尚
古
堂
）。

 

　

彼
に
つ
い
て
は
、
西
澤
直
子
「
小
幡
甚
三
郎
の
ア
メ
リ
カ
留
学
―
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
紹
介
―
」『
近
代
日
本
研
究
』
（（
（
’98
年　

慶
応

義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
）　

長
島
昭
「
明
治
時
代
に
没
し
た
慶
応
義
塾
元
塾
長
―
鳥
井
塾
長
墓
参
随
行
記
―
」『
三
田
評
論
』
第
一
〇
二
〇
号
（
平
成

（0
年　

慶
応
義
塾
）
参
照
。
兄
・
篤
次
郎
を
含
め
て
の
論
考
に
は
、
河
北
展
生
「
慶
応
義
塾
後
期
鉄
砲
洲
時
代
の
意
義
」『
史
学
』
第
四
九
巻
第
二
・



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
七

三
号
（
三
田
史
学
会　

‘79
年
）　

同
氏
「『
慶
応
義
塾
入
社
帳
』
に
見
る
中
津
出
身
者
」『
近
代
日
本
研
究
』
（
（
’87
年
）　

住
田
孝
太
郎
「
小
幡
篤
次
郎

著
作
目
録
」
及
び
、
西
澤
直
子
「
小
幡
篤
次
郎
略
年
譜
」『
近
代
日
本
研
究
』
2（
（
’0（
年
）
が
あ
る
。
そ
の
他
、
丸
山
信
編
著
『
福
澤
諭
吉
と
そ
の
門

下
書
誌
』（
昭
和
（（
年　

慶
応
通
信
）　

丸
山
信
「
福
沢
屋
諭
吉
」『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
（
（
’78
年　

福
澤
諭
吉
協
会
）　

長
尾
正
憲
『
福
澤
屋
諭
吉
の
研

究
』（
’88
年　

思
文
閣
出
版
）
参
照
。

（
（
）
吉
田
賢
輔
（
天一

八
三
八

保
９
〜
明一

八
九
三

治
㉖
年
）
は
由
良
君き

み

美よ
し

「
あ
る
儒
者
の
転
身
―
吉
田
賢
輔
の
場
合
―
」『
國
文
学
』（
昭
和
（（
年
8
月
号　

學
燈
社
）　

拙

論
「「M

U
SEU

M
」
と
「
博
物
館
」
―
辞
書
上
の
対
応
と
一
般
化
―
」『
博
物
館
学
年
報
』
第
三
七
号
（
’06
年　

同
志
社
大
学
博
物
館
学
課
程
）　

唐

澤
富
太
郎
『
明
治

初
期
教
育
稀
覯
書
集
成
（
二
）
解
説
』（
昭
和
（6
年　

雄
松
堂
書
店
）
参
照
。

（
（
）
頒
価
一
分
二
朱
は
当
時
の
大
工
の
一
日
の
手
間
賃
二
分
前
後
と
比
し
て
、
そ
の
半
分
よ
り
高
額
で
あ
る
（『
近
世
後
期
に
お
け
る
主
要
物
価
の
動
態
』

増
補
訂
版
p. 

（（2　

’89
年　

三
井
文
庫
編　

東
京
大
学
出
版
会
参
照
）。
こ
の
書
の
相
対
的
価
値
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
当
時
の
慶
応
義
塾
の
学
費
等
を

挙
げ
て
お
く
。
慶一

八
六
八

応
４
年
（
月
、
授
業
料
制
度
を
創
成
し
た
慶
応
義
塾
の
明一

八
六
九

治
２
年
の
入
社（

学
（初

年
度
の
納
付
金
は
、
入
社
金　

金
三
両
、
受（

授

業

料

（

業
の
費
毎

月　

金
二
朱
、
盆
と
暮　

金
千

（
一
疋
＝
十
文
（

疋
（
一
万
文
＝
約
、
金
一
両
一
分
）
で
あ
る
（「
慶
応
義
塾
新
議
」『
福
沢
諭
吉
選
集
』
三　

pp. 

20
〜
22
）。
明
治
（
年

入
学
年
次
の
一
年
分
の
授
業
料
は
十
八
両
で
あ
る
（
森
永
卓
郎
監
修
『
物
価
の
文
化
史
事
典
』
p. 

272　

’08
年　

展
望
社
）。

（
6
）
高
見
沢
茂
は
『
東
京
開
化
繁
盛
誌
』（
明一

八
七
四

治
７
年　

大
和
屋
喜
兵
衛
）
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
つ
い
て
は
、
柳
生
悦
子
『
史
話　

ま

ぼ
ろ
し
の
兵
学
寮
』（
昭
和
（8
年　

六
興
出
版
）
に
詳
し
い
。

（
7
）
四
項
に
分
け
た
事
に
つ
い
て
は
『
西
洋
見
聞
録
』（「
日
本
思
想
大
系
66
」
’7（
年　

岩
波
書
店
）
の
、
松
沢
弘
陽
「
解
説
」
及
び
、
同
氏
『
近
代
日
本

の
形
成
と
西
洋
経
験
』
第
三
章
（
’93
年　

岩
波
書
店
）
参
照
。

 

『
西
洋
事
情
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
未
詳
と
さ
れ
た
部
分
は
、
仏
蘭
西
の
「
史
記
」
を
除
き
、
大
略
、
明
ら
か
に
し
て
『
福
澤
諭
吉
年
鑑
』
39

（
’（2
年
）・
（0
（
’（3
年
）
に
筆
者
が
提
示
し
て
お
い
た
。

（
8
）
同
じ
英
文
の
訳
出
の
違
い
の
一
例
を
挙
げ
て
お
く
。

 

福
沢
は
「
英
国
に
於
て
は
政
府
よ
り
人
を
教
育
す
る
の
法
律
を
建
る
こ
と
な
く
、
多
く
は
宗
門
の
社
中
に
て
学
校
を
設
け
、
国
中
人
々
の
意
に
任
じ
て

其
入
用
を
出
さ
し
め
、
一
歲
に
集
る
所
の
金
高
甚
多
し
。
小
学
校
の
如
き
は
大
概
皆
此
法
に
由
て
設ま

う
くる

も
の
に
て
、
凡
そ
少
年
を
教
育
す
る
に
金
を
費

す
こ
と
多
き
は
世
界
第
一
と
云
ふ
可
し
」（『
全
集
』
一 

p. 

372
）、

 

甚
三
郎
は
「
英
吉
利
ニ
於
テ
ハ
、
政
府
ノ
権
ヲ
以
テ
人
民
ヲ
教
育
ス
ル
ノ
法
ヲ
設
ク
ル
ヿ
ナ
シ
。
然
リ
ト
雖

、
凡
ソ
一
「
パ
リ
ー
シ
」
一
ケ
寺
ノ
支
配

ス
ル
地
ヲ
言
フ



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
八

ニ
ハ
一
ノ
小
学
校
ヲ
設
ケ
、
平
人
ヨ
リ
シ
テ
莫
大
ノ
金
穀
ヲ
附
與
シ
、
以
テ
其
費
用
ニ
充
テ
リ
」、
と
訳
出
。
そ
の
原
文
は
、

 
Public E

ducation

―In England no system
 of public instruction has been established by authority of legislation. Schools have, 

how
ever, been established in m

ost parishes, and very large sum
s have been left by private individuals for pourpose of 

supplying gratuitous instruction...

で
あ
る
。

（
9
）Frederick Joseph M

artin

（（830-（883

）
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
生
。
若
く
し
て
渡
英
、
’（6
年
よ
りT

hom
as Carlylé

（（79（-（88（

）
の

秘
書
兼
筆
耕
者
。
’6（
年
にStatesm

an’s year book

を
創
刊
、
’82
年
迄
監
修
（
後
任
はJ. Scott K

eltie

）、
現
在
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
’79
年
に
は
、

時
の
英
首
相
・Benjam

in D
israeli

が
、
こ
の
『
政
治
家
年
鑑
』
の
有
用
性
に
感
じ
入
っ
て
年
百
ポ
ン
ド
の
補
助
金
を
出
し
た
り
し
て
い
る
（O

xford 
D

ictionary of N
ational Biography.

よ
り
）。
こ
の
『
…
年
鑑
』
の
タ
イ
ト
ル
は
’68
年
版
か
らgenealogical

をm
ercantile

と
し
、
現
在
は

statistical and historical account of the civilized w
orld..

と
な
っ
て
い
る
。

（
（0
）『
全
集
』
一
九
参
照
。「
世
に
為
政
の
人
物
な
き
に
あ
ら
ず
、
唯
良
政
の
下
に
立
つ
べ
き
良
民
乏
し
き
の
み
。
…
国
の
貧
弱
は
必
ず
し
も
政
体
の
致
す

所
に
あ
ら
ず
。
其
罪
、
多
く
は
国
民
の
不
徳
に
あ
り
」
で
始
ま
り
、
官
学
と
私
学
の
得
失
を
挙
げ
て
比
較
。
政
治
と
学
問
は
、
み
だ
り
に
干
与
す
る
事

な
く
、
両
者
相
俟
っ
て
一
国
独
立
の
大
義
に
尽
す
の
が
善
い
、
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
洋
学
の
順
序
」
で
は
義
塾
で
授
く
べ
き
洋
学
の
科
目
名
を
挙
げ

て
い
る
。

（
（（
）
柳
北
（
天一

八
三
七

保
８
〜
明一

八
八
四

治
⓱
年
）。
将
軍
の
侍
講
。
明
治
政
権
に
は
仕
え
ず
鋭
く
世
情
を
諷
刺
、
批
評
。
朝
野
新
聞
社
長
。

 

春
三
（
天一

八
三
二

保
３
〜
明一

八
七
〇

治
３
年
）。
蘭
学
者
。
幕
府
の
開
成
所
教
授
。
明
治
2
年
、
大
学
校
出
仕
す
る
も
明
治
政
権
を
批
判
し
て
罷
免
。
慶
応
3
年
に
は

本
邦
初
の
雑
誌
『
西
洋
雑
誌
』
を
出
し
、
明
治
元
年
、『
中
外
新
聞
』
を
発
行
。
こ
の
分
野
の
先
駆
者
と
い
わ
れ
て
い
る
。

 

『
万
国
新
話
』
は
冒
頭
の
、
柳
北
の
識
語
に
あ
る
如
く
、
一
人
の
筆
に
成
る
も
の
で
な
く
、
当
時
の
知
識
人
の
洋
行
時
の
見
聞
録
、
原
書
を
読
ん
で
心

に
残
っ
た
事
等
々
を
訳
出
し
た
も
の
を
編
集
し
た
も
の
、
と
い
え
る
。

 

『
明
治
文
化
全
集
』
外
国
文
化
篇
に
、
こ
の
書
が
採
録
さ
れ
て
い
る
（
全
三
巻
）。
そ
の
、
尾
佐
竹
猛
「
万
国
新
話
解
題
」
で
は
「
数
人
の
合
筆
に
成
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、『
西
洋
事
情
』
の
如
く
は
た
『
西
洋
聞
見
録
』（
村
田
文
雄
＝
本
姓
・
野
村
＝
著
。
村
田
は
『
団ま

る

々
珍ち

ん

聞
』
の
発
行
者
と
し
て
も
有

名
。
先
述
『
明
治
文
化
全
集
』
参
照
）
の
如
く
…
」
系
統
的
で
は
な
い
が
「
叙
述
の
正
確
な
る
行
文
の
流
暢
な
る
こ
と
右
の
二
書
に
譲
ら
ず
…
右
二
書

と
鼎
立
し
て
、
明
治
文
化
の
基
礎
を
築
い
た
良
書
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（『
西
洋
聞
見
録
』
前
編
巻
之
中
「
諸
学
校
」
は
英
国
の
記
述
で
、
各
国
学

校
を
比
較
紹
介
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
）。



『
万
国
新
話
』
覚
え
書
―
比
較
教
育
的
に
初
め
て
西
欧
教
育
を
日
本
に
紹
介
し
た
先
人
の
軌
跡
―

二
九

（
（2
）Report of the com

m
issioners appointed to inquire into the state of popular education in England. V

ol. I. London: H
. M

. S. O
., 

（86（.

で
あ
る
。
英
国
で
は
十
九
世
紀
五
十
年
代
か
ら
、
七
十
年
の
初
等
教
育
の
義
務
化
と
無
償
化
の
方
向
を
定
め
た
。T

he Elem
entary 

Education A
ct

が
成
立
す
る
迄
の
間
、
周
知
の
事
な
が
ら
、
教
育
制
度
の
改
善
と
構
築
の
た
め
三
つ
の
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
教
育
の
実
態
調
査
、

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 

最
初
が
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
委
員
会
と
い
わ
れ
、
委
員
会
の
長
が
英
国
屈
指
の
大
土
地
所
有
者
、Fifth D

uke of N
ew

castle

（（8（（-6（

）
で
、
そ
の

名
を
と
っ
て
い
る
。
’（8
年
6
月
30
日
発
足
、
初
等
教
育(Popular Education)

に
つ
い
て
、
英
国
の
み
な
ら
ず
他
の
国
々
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
仏
、
蘭
、
ス
イ
ス
の
フ
レ
ン
チ
・
カ
ン
ト
ン
はM

atthew
 A

rnold

担
当
、
独
はM

ark Pattison

で
、
先
述
の
如
く
、
そ
の
一
部
を
新

島
襄
が
文
部
省
『
理
事
功
程
』（
校
正
は
永
井
荷
風
の
外
祖
父
・
鷲
津
毅
堂
。
新
島
の
弟
・
双
六
師
事
）
の
稿
と
し
て
翻
訳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
委

員
会
報
告
書
は
全
六
巻
、
’6（
年
3
月
（8
日
に
上
、
下
両
院
へ
提
出
。

 

次
が
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
委
員
会
（
’6（
年
7
月
（8
日
〜
’6（
年
2
月
（6
日
。
同
日
、
報
告
書
全
四
巻
提
出
）。
委
員
会
の
長
がFourth Earl of Clarendon

（（800-（870

）
ゆ
え
の
、
こ
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
イ
ー
ト
ン
校
な
ど
九
校
の
、
い
わ
ゆ
る
大
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
を
調
査
す
る
も
の

でPublic Schools Com
m

ission

と
も
称
さ
れ
る
。
報
告
書
名
はReport of H

er M
ajesty’s com

m
issioners appointed to inquire into the 

revenues and m
anagem

ent of certain colleges and schools, and the studies pursued and instruction given therein, w
ith an 

appendix and evidence. London: H
. M

. S. O
., （86（.

で
あ
る
。

 

最
後
は
ト
ー
ン
ト
ン
委
員
会
（
’6（
年
（2
月
28
日
〜
’67
年
（2
月
2
日
。
報
告
書
全
二
一
巻
）。
委
員
会
の
長
がLord (Baron) T

auton

（（798-（869

）

で
前
二
つ
の
委
員
会
が
調
査
し
な
か
っ
た
全
て
の
学
校
を
調
査
し
て
い
る
。
基
金
立
学
校
（Endow

ed Schools

）
を
調
査
し
て
い
る
の
で

Endow
ed Schools Com

m
ission

と
称
さ
れ
て
も
い
る
。
報
告
書
第
一
巻
の
タ
イ
ト
ル
はSchools Inquiry Com

m
ission. V

ol. I. Report of the 
Com

m
issioners. London: H

. M
. S. O

., （868.

で
あ
る
。

（
（3
）
鋤
雲
の
、『
匏
菴
十
種
』（
九
潜
館
蔵
板　

明
治
2
年
）
の
「
鉛
筆
紀○

聞
」
と
は
異
版
（
柳
園
聚
珎
版　

明
治
元
年
。『
明
治
文
化
全
集
』
外
国
文
化

篇
解
題
参
照
）。

 

別
に
補
記
す
る
と
、
春
三
が
桂
川
家
に
出
入
り
し
て
い
た
の
は
桂
川
家
第
七
代
国く

に

興お
き

（
甫
周
）
の
時
代
で
、
先
に
『
万
国
新
話
』
を
著
し
た
森
島
中
良

（
桂
川
家
第
四
代
国く

に
あ
き
ら

端
（
甫
周
）
の
弟
）
の
時
代
か
ら
半
世
紀
は
後
で
あ
る
が
、
春
三
は
、
中
良
の
こ
の
書
を
知
ら
ぬ
筈
が
な
く
、
中
良
の
才
や
行
状

に
惹
か
れ
、
己
れ
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
自
ら
編
纂
し
た
書
を
同
名
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。




